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し
ま
す
a

可

棄

の

去

、

義

務

員

長

え

hm

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
援
が
な
い
場
合

れ
は
公
強
記
綴
え
き
せ
て
い
た
だ
塁
手
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新本職先で
手賀郡瀧域下水道
北部幹鶴築器工事

手
銀
初
出
淡
地
柄
下
水
道
事
業
で
は
、
ニ
防
・
止
し
た
シ
ー
ル
ド
工
法
で
?
。

的
一
組
汚
か
ら
液
晶
刊
U
M
年

3nま
で
、
新
ま
た
、
こ
の
ヱ
淡
に
よ
る
議
制
方
法

木
地
先
で
育
心
撒
〈
か
ん
き
ょ
)
築
地
隣
友
は
泥
水
(
水
と
約
十
一
時
混
合
波
)
が
州
刑

務
を
行
な
い
ま
す
@
制
制
磁
的
地
下
水
圧
と
の
均
衡
を
何
時
つ
よ

こ
の
萎
言
、

wo
也
市
立
町
に
ま
た
が
う
に
送
水
し
、
前
七
毒
剤
機
的
中

り
、
約
機
織
滋
人
口
約
締
万
人
を
対
象
で
泥
水
と
滋
脅
し
て
パ
イ
ず
に
よ
り
援

と
し
て
い
ま
す
号
機
数
は
、
終
末
処
綴
践
し
た
後
、
繍
紛
ゑ
と
潟
水
に
分
続
1
、

場

1
4
2審
総

襲

終

的

考

そ

の

ま

は

ま

た

富

尊

重

さ

せ

切
メ
ー
ト
ル
に
な
り
ま
?
の
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
a

夜
在
、
畑
地
滋
協
議
迄
ヱ
事
に
は
い
つ
盤
総
持
続
減
我
孫
子
市
紫
本
減
先

て
お
ハ
ソ
、
管
理
一
時
も
北
総
統
絞
め
下
流
務
関
X
線
開
唱
和
目
白
年
開
同
月
か
ら
酬
明
和
幻

約
7
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
議
L
、

籍

出

年

3
え
ま
で
。

年
比
一
織
の
使
用
を
め
草
し
て
み
率
を
慾
ヱ
務
感
長
約
7
9
0
メ
ー
ト
ル

し
て
い
ま
す
5

醐
幽
奪
径
(
内
後
〉

3
・
2
メ
ー
ト
ル

ヱ
術
情
は
、
探
求
加
ほ
氏
、
v
i
ル
ド
ヱ
箇
エ
淡
泥
水
船
程
式
、
y
i
作
ド
ヱ
法

仲
間
を
採
同
期
し
て
い
家
す
唱
こ
の
工
法
は
、
溺
総
書
千
葉
煤

今
ま
で
の
や
織
り
式
シ
ー
ル

ν丸
一
地
問
と
く
わ
し
く
辻
、
干
楽
祭
事
終
M
m
下
水

兵
な
り
、
区
気
お
よ
び
治
下
水
内
滋
み
淡
淡
務
出
怒
滋
0
4
7
1
(拙
)
9

上
げ
な
ど
を
し
な
い
新
し
い
ヱ
淡
で
‘

1
0
4
4
a
で
閉
会
合
わ
せ
て
下
冬
い
。

ぬ
懲
沈
下
、
井
山
戸
が
れ
的
ヱ
参
議
筈
をヲ

り
線
分
的
験
場
は
由
同
分
で
市
中
る
決
意

向
を
も
ち
、
防
-
謀
総
の
万
全
を
は
か

一
昨
る
こ
と
が
ゑ
繋
で
す
e

一
ソ
泌
時
間
ル
持
管
務
省
内
仕
事

山
山
山
内
清
防
鮎
削
機
密
つ
〈
る
@

繊
同
潟
大
・
護
-
議
お
よ
び
縫

献
姥
銭
安
剣
愉
判
を
す
る
。

付
消
防
設
事
的
点
検
、
亀

山
円
強
然
物
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火
気
使
用
府
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体
術
総
呉

儀
淡
紛
施
設
の
綾
殺
汲
が
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扱
い

を
監
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す
る
。

榊
火
の
慰
問
問
や
取
縫
い
に
附
附
す
る

機
導
監
督
，

い
門
そ
の
州
四
時
間
火
管
綴
上
必
裂
な

ニ
と
、
お
よ
げ
V

叫
問
問
用
投
機
な
ど

の
守
泌
総
議
を
霊
誉
総
持
品
制

緩
に
記
録
γ
レ
波
線
燃
は
議
干
る
。

凶
出
附
火
榔
闘
機
義
的
資
格

防
火
管
制
唱
者
に
滋
押
版
印
怒
れ
る
者
は
、

ω時
間
六
一
時
滞
納
祖
的
徹
底
火
き
く
な
ら
な
い
よ
う
な
対
策
ι

を
た
て
法
第
8
金
口
線
づ
〈
一
定
的
変
絡
を

先
災
か
ら
大
切
な
魚
命
や
対
康
を
祭
行
ナ
る
こ
と
が
時
間
史
資
緩
め
基
本
で
お
す
る
畿
で
次
の
い
ず
れ
か
じ
該
当

守

る

た

め

に

は

宅

火

災

的

発

生

安

中

市

ず

。

す

る

も
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で

す

。

告

防

止

す

る

と

と

も

は

火

災

が

お

問

時

師

寺

霊

的

資

務

議
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行

な

う

防

議

選

に

き
ど
も
燃
え
広
が
ら
な
い
よ
う
に
ヌ
除
去
管
理
者
{
稜
線
・
議
督
約
京
場
剛
附
す
る
議
網
開
令
的
議
殺
を
肱
悼
す
し

夫
す
る
必
援
が
あ
り
ま
す
。
的
人
)
は
そ
的
総
務
あ
る
い
は
総
務
的
た
お
。

火
災
を
未
然
記
時
間
f
に
品
、
そ
の
淡
紛
糾
同
磁
を
た
て
、
政
系
的
、
談
窓
的
即
日
内
そ
の
他
〈
そ
の
他
に
つ
い
て
は

議
物
的
機
滑
に
応
と
て
ど
与
に
火
災
に
時
間
ル
持
管
緩
み
ぞ
す
る
索
務
を
発
っ
て
い
滞
陣
関
本
節
子
山
関
係
に
お
同
開
会
わ
せ

鈴
哉
の
危
検
が
あ
る
か
チ
3
y
ク
し
、
ま
す
e

下
普
い
会
)

そ
の
危
険
金
絞
り
除
く
ヱ
交
と
万
ω

火
災
か
ら
職
場
を
守
る
た
め
に
防
火

火
災
が
発
生
し
て
も
、
そ
市
町
議
申
討
が
帯
域
耐
相
品
唱
を
一
中
心
に
従
業
閥
H
0
・y
h
o
H
V
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万
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で
す
か
?

蟻
場
の
訪
火
対
第
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内
出
は
隣
札
、
空
気
は
液
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刷
、
品
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神
保

ふ
4
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つ
て
き
ま
し
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鯵

市
内
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品
川
口
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し
い
汲
景
が
幽
凡
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れ
切
鮎
胤
事
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に
は
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絞
め
苧
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L
か
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足
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川
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ゴ
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だ
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分
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ぺ
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に
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こ
わ

れ
て
し
ま
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ま
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。

日
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同
附
制
刊
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・
日
u
-
M
略
的
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大
山
田
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、
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制
糊
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(
い
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ど
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、
余
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滋

軍

泊

時

a

ヘノ

b
r
3
N
H
蓋
世
守
山
印
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明
・
品
奈
川
閥
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出
向
罵
一
叫
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火
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な
水
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毛
利
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滋
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i
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i
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E
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縦
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叢
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3
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Z
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岡
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恨
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懐
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司
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縫
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襲
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購
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鶴
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懇
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縁
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潟
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露
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鉢
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し

て

い

る

事
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t
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h
E
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分
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手
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榔
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い

と

思

い

ま

せ

木

を

治

殺

に

〈

ば

り

ま

し

た

か

ら

、

大

ま

す

砂
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対

H
v
d
N
1
3丸
抱
A
H
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勾

ん
か
e

切
に
育
て
て
い
る
古
い
ら
っ
し

Z
自

然

争

奪

す

る
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っ

こ
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毒

薬

般

に

も

議

し

て

い

か

し
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う
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愛

ひ

と

つ

し

な

く

な

っ

た

と

一

こ

i
i
l明
治

'

大

正

・

昭

和

i
l
t

る
湖
北
泌
総
会
は
、
続
税
幻
年
に
泊
名
鶏
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中
ん
安
保
安
て
る
よ
う
に
E

か
わ
一
滅
的
効
艇
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あ
る
号
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で
す
。
ゅ

で
ス
タ
ー
ト
し
句
霊
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名
が
議
し
い
す
、
言
か
け
な
け
れ
ば
良
い
も
一
生
器
移
て
あ
げ
た
努
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依
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燃
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仇
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績
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÷
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齢
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郵送による
在宅投築制度

ニ的制度誌、昨年約後一般方選鷺

挙的時から行なわれているもめで

すが、この華社療を事1/号するために
は、んらかじめ子宮i醤金書智正受祭員会

にヰ宵Lてr郵i罰対立著書夜明書J的交

付を受けてお〈必望書がめります。

対象者は身持障害事若手後を交付

されている方的内

(1)南下校、{料~の襲撃苦手内線皮が 1

終又は2級的方。

(2)心層進、 じん境、呼毅若警の事事義的

後売をが1主義から 3絞まて'の方。

戦{轄綴韓三F車援を持っている1;で、
再ド緩や体終的機審祇型車総法で定

める終望号墳霊長から事務2'買緩まで的

1;宅瓦心、臣室、とん磁や好機終的控室

等でその襲撃苦手程度が、特別議室長か

ら第3成疲;<.-t-のお場

そのi車、雨下数等的障ま警の綴皮

が上詩自の惨害廃寺皇陵l工芸主塁請する方で、

戦傷病増設特車IJj愛護法施行令書高5a長

に総定するを<iil時帯電草若手級交付会緩

を儀式る都議室1持採的知事炉、事態溺

によりま正明Lた方。

以上丹方々が対象ですのではや

めに申銭Lて軒下きい。

わからないことがあ9ましたら

市灘挙皆殺委員会まで (82)1151 

内線251

「技能者の写真展J
作品募集

警護テーγ f騎業記建策及び技童話毒事

援に織するも内J ~動燃ら〈校総

労働者的姿⑥年若葉蔀i豪華町E託金金

⑧校露首検泌総数当時金事室主長設なじ

童謡綴絡 4ツ切{カラー.B}.長い

ずれもまぜ)

溺受付期締 10月23詰ま

盤応募先 干ま義務繭不幸孝草場噴出職業

訓練諜{子手権m浴場町T1悉 1努)
電話0472(23) 2752 

働く人への
融資制度

労散総合を級事ましていない県内

問中小零総事業所や磁場に隣〈人

の々主主お安絞!:1話役向上約ため、

労針金目4(からtt議長女ゃ't治資金
内国主1売を?子なι，t1"コ

E語科F請できる資格 子重量際内に緩

f主まとi季、監主務している米組織

的信連〈人(，:らだれでも資僚があ

ります。

霊護労働者共2高会へのjJ!lλ i!<f告を

なするガが、ヲ守針金)車から話通責

をさまけるときは、 下千二手楽寵L際早県寝5労話響3争r義
終i浴斉会に入会余3初0∞0∞01符芝弓1をi約当約守的て
会}胤司とならなiけ11札liば王なりま→せ会んε

こめ力加加T刊1人受受守{伶守は茸殺主菩稼手f句}グ的〉千害議鹿L撚鴨

ち労労ぢ貯e世働唱3金最発嫁草でで伺耳取注t銭旺つ

陵重滋達警焚署 (1係塾絞}のF隙良痘と{翁茸溜翼賜耳隠

有J旦総({低持主資金金ど)ffi..話せと

して1000万f'l 25'1' 

議長1保{ヨ弘治資金など)fi京語IJと

して207il1l 2"ド偽

霊童話悪事事録主主人

存f設保円安曇合

終鐙11主的地合

スケール *セミダ7)レベッド

*カーテン(咲き 150，コ 4i文}

ìID~史的上 ijと2ふ

綴って下dい

*ベピーパ年一家(折りたたみ

ま七}キ火人F普段転芸事 *子供尽

商事ま察 (16-18インチ*議事

意事務用主/1.'椅子 ネパイ守

*聖霊気または1主著書オルガン * 
益事寺辞典 *ブラザー“事調機 * 
手狭湾2段ベッド *食卓j周子

山ブル *ジュータン *ヱレ

ヴトーン *げた箱

商工芸撃 (82)1151内線281

譲ります

*分-'J)~ベッドホ牢L倍率

キ霊童書道義奪 *大型選プロパンガ

スオーブン付レンジ *ずつf}レ

ベッド(3.1:'手陣If晴子持} 本幼主主

用座数F軽食感イス *冷液;令滋

議 *金揖重詰il¥;i替機 *̂ Tレ
オ *ピアノ *パイ 'J (3年

間使F程*シンヂルベッド2

会 *コンビラッヲ *ベビー

飯事堂捲伶(中綿1493)

下談後王子{中時15(6)

千浜T告(中。争1594)

霊童ごfミ純白機3主権を有するものが選

挙する主島民的主主総者

社;総まH均株式会社代表取締役梁

階家主註(正p路線7大森3(82)

m主盟主義王聖書撃}

中ID孝之地区間繋瑳
容議会委員選挙は
然投薬

1 名 ~llニ

2お以上

(nl可:五話事}

勤労者

オリヱンテーリング

賞金管溜講習会

E語録時 10丹29日{金}午後2持

から4待。

鍛場所我孫子市総工会自立

慰霊韓書事 千Itm絞営経耳東協会快活

斡;古先生怨

駿露韓宮内軍事 中i老健I詩肴やパート

タイ?一、中隊第齢者など的具

体的な食金管理について。

(言語工会)

Eま

軍事車線鰐王監 10月中匂から11拝中

勾までに議運筆翼が、 J額五宝梅工場・

有除ー学校等へ草王様義明主主iこ{母い

ますのでご協力下さい。

審請封霊感撚型車 i正確な街宣在器ぞあっ

も使m封切れ -fJ忠告が適iEで
なければ蕊憾なれ廷が行なえま

ぺ>rん。そニで11月1H、2目的

2日開i市内泌総等を付象に針策

主主総指導を行ないます6

簡潔綴1喪主霊 光t詑式首十銭務を除〈

音量的言f最終は集会検重量と L-t午

西電10持から午後3時まで次向日

総で行ないます。(商工線}

量十銭裁定英語機資自緩襲警

「巧 J~ 1'Ji十対象娘
一一一一

有位、信ft台.部地災

騎B.'ド主.，ド綜の…剖H4!IK

際費払<t車バド詩的一郎rm![

隊出，執ゑ"神宮，渡戸地![

鰯開催8 11月7詩(日)

種選全義語 聖子Blm清水公腹話パー?ネ
ントコース

綴寺霊滋 隠体 aー絞

箇参加害毒 300fIl 

騒串滋 10月20臼までは溜工会

間(82)3131へ串込んで下さい。

震当住{績 市111労政事務所、我喜皇子

市躍葺;工会@

計議器の定期検驚

{商工会〉

和裁技術講欝会

壁書釘時 10丹27日から30日までの

午後1静から4持

綴場所 秀樹氏センタ一大会言葉主義

(耳車工会館内}

軍覇軍在員 50人権躍を

E題対重量袋 内耳藷を翁殺する1;で島義

殺のある方

隠持って〈る章者 ウール絡着尺分

と苦主主筆尽呉

恩申主主発 市役所福祉毒事務所生士会

係(皐2)1151内線248

E謹鯵当時刻 10持26日

緩慢終は無料，終了後にF号機の

あっせんをします。

(!詰祉寺第務所)

同月の納税

護費「市察民税第3額分」
F有税出張徴収

. s場 10Fl29FlG封宮:00-1詰
沓場所 事号機寺‘ i務ヱ会総 a

出i嘉民均三告は金融機綴で取織って

留学数料実技試験85館内以内、

学斜絞殺15001弓鯵

検定科目など詳しいことは、綴

ヨ:官製まで (82)1151内総 281

広総10月1時号以誤りがありま

した。

4磁の r日E醤長話番目張普賢J 時中に

緩和52年3月13目的村山総院は宅

訟燦終IIが内干..小児科だけで、

外科はありません窃

言TiEしてお鈴びいたLます。

訴号訂正

，書覇日

組織

10 .Pl25 B 
10>>寺から 31時まで・

務工会館

51年度後期
技能検定

f支援絞殺は、みな呑んの後絡を

努丹織的る一定的会基準じよって検

記長し、これをまと註する匡芸家検定純

度であ0次何回綴でnないますs
闘用紙交付 市役所高ご仁祭、県技

能検長義務会。

墜事基狩 10月22Bから11丹4日。

童話実主主絞殺気 51"'11月30Bから

52年草月28封。

趨昔話料試草案自 52年2，FJ13註.20 

日.27目的3臼筒1.
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9丹21日か'-30臼まぞの10日lli!‘

軍事議会委員:立候事事受付をff令いま

したが.宅Jtl1滋有者7名浸び{昔i患

権者1名を滋.1'議長打j義挙につも、

て培、届1~めあった{喪主選著すの数が

i謹挙ずべき雪雲閣内定数をζ えない

ので、 10，FJZ08に執行予定的中持

;土地l主主露経王理事業務綴会事委員巡教
はま喪投書課となりま Lた。

指立候補者は次的とおりて?す。{煩

佼は受付真夏}

E覇潟地的所有奮が3霊祭するき委員的

後補者

平111認可努 (中鉢1217)

滋老1京湾〈中時123畠}

隊総清一(中静1512)

111村寧努{中峠361)

話時

@⑬⑬機⑫③⑫

| 行政栂談週間 l 
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